
（エアバルブ等 制御機器共通）

トラブルシューティング（エアバルブ等 制御機器共通）

空気圧機器のトラブル発生時、よくあるお問い合わせを基にトラブルシューティングをまとめました。トラブル発生時に、下記の不具
合項目と対策をご覧の後に、当社へお問い合わせくださいますよう、お願いします。

不具合項目 原因（どうしてなるか） 対策（どうすればよいか） 禁止内容

排気ポート、またはパイ
ロット排気ポートから
のエア漏れ

異物侵入
異物が侵入し、シール部分にかみ
込み、エア漏れします。

フラッシングやエアの質の管理をしてください。また、
バルブの近くや装置の供給源にエアフィルタ (ろ過度 
40μm以下 )を設置し、異物の侵入を防いでください。 エアドライヤや、フィル

タを使用していない空
気は供給しないでくだ
さい。グリス切れによる

摩耗

ドレンやコンプレッサの油分によりバルブ
内部のグリスが流され、パッキン摩耗が促進
され、エア漏れが生じます。グリス切れは作
動性（応答性）にも影響する場合があります。

エアドライヤ、エアフィルタ (ろ過度 40μm以下 )を
設置し、エアに油分が含まれる場合はさらにオイルミ
ストセパレータ（ミストフィルタ・マイクロミストフィル
タ）を設置して、ドレン、オイルを除去してください。

オゾン劣化

シール (ゴム材)にオゾンが常時触
れると、時間の経過と共にオゾン
劣化 (亀裂：ヒビ)が生じ、漏れにつ
ながります。

機器がオゾンに触れない対策と共にオ
ゾン対応品を検討してください。

ー

大気圧露点温度－
20℃を下回る乾燥
空気

使用潤滑剤の質が変化する可能性
（乾燥枯渇）があり、性能の低下や
パッキンの磨耗につながります。

当社へお問い合せください。
大気圧露点温度－20℃を
下回る乾燥空気でご使用
の場合はご注意ください。

連続通電
ソレノイドが温度上昇し、その熱は
シール (ゴム材)を時間の経過と共
に熱劣化させ、漏れに繋がります

ノーマルオープン仕様や、ダブルソレノイ
ドのバルブを検討してください。

周囲温度が50℃の雰
囲気で連続通電する
場合は、注意してくだ
さい。

高温環境
シール (ゴム材)を時間の経過と共
に熱劣化させやすく、漏れにつな
がります。

通気対策や冷却装置などを検討し、使
用温度範囲で使用してください。

高温下（周囲温度が 50℃
を越える雰囲気）での使
用は、避けてください。

低温環境

低温下で使用すると、供給エアに
含まれる水分や飽和水蒸気は凍
結しやすく、その凍結物がシール
部に噛み込むなどしてシール不良
による漏れにつながります。

凍結対策を検討し、使用温度範囲で使
用してください。

周囲温度が5℃以下
の低温下での使用は
ご注意ください。

異物侵入

排気ポート、パイロット排気ポート
から異物(粉塵)が侵入し、シール
部に付着するとシール不良による
漏れにつながります。

設置場所にカバーを付けたり、排気ポー
トにマフラなどを取り付けてください。

埃、塵が舞っているよ
うな環境下の使用は
ご注意ください。

【内部パイロット仕
様】
エアブロー用途

内部パイロットタイプは製品の構
造上、一般的にはエアブローに適
しません。

必要流量が得られる外部パイロット仕
様または直動仕様のバルブを使用してく
ださい。

内部パイロット仕様バル
ブは、エアブロー用途に
使用しないでください。

本体間、各接続部など
からの漏れ。

シールテープの巻
き不足、巻き方不良

シール不良により、エア漏れの原
因となります。また、シールテープ
の切れ端が内部に入り込み、作動
不良にもつながります。

シールテープはねじ先端を１.5 ～ 2山
残して巻いてください。また巻く方向に
注意してください。　　

ー

配管部の締付不足
締付不良により、エア漏れの原因
となります。

カタログ等で許容 (推奨)締付トルク値
を確認して締付けてください。トルクレ
ンチでの作業を推奨します。

ー

有機溶剤・活性ガ
ス

シール (ゴム材)を劣化させ、エア
漏れの原因となります。

有機溶剤や活性ガスのある場所での使用
はできるだけ避けてください。場所の移動が
不可能な場合は製品を保護してください。

有機溶剤や活性ガス
のある場所での使用
は、避けてください。

バルブがＯＮしない。

【内部パイロット、外部パイ
ロット仕様】
供給（パイロット）圧力不足

使用圧力範囲外では、パイロット
が正常に切り替わらず、作動しませ
ん。

カタログ等で最低使用（パイロット）圧
力を確認し、パイロット圧が十分に確保
されるようにしてください。

使 用圧力範囲外の圧
力をパイロットポートに
印加しないでください。

異物侵入
異物が侵入し、シート部分に挟み
込み、エア漏れの原因となります。

取付前にはフラッシングを実施してください。また、バ
ルブの近くや装置の供給源にエアフィルタ (ろ過度 
40μm以下 )を設置し異物の侵入を防いでください。

エアドライヤや、フィルタ
を使用していない空気は
使用しないでください。

誤配線・圧着不良
誤配線や圧着不良により、 ONし
ません。

カタログ等で配線仕様を確認してください。
また、圧着は確実に行なってください。マニ
ホールドは特に信号線とステーションの違
い、DC仕様は極性にも注意してください。

ー

コイル断線
コイル線が引っ張られ、断線を招
く可能性があります。

衝撃がバルブに加わらないような取付
姿勢にしてください。

振動、衝撃を加えない
でください。
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不具合項目 原因（どうしてなるか） 対策（どうすればよいか） 禁止内容

バルブが OFFしない。

強磁界環境
残留磁気の影響により、通常の復帰
力ではプランジャとコラムが離れづら
く、OFFできなくなります。（吸着現象）

強磁界環境での使用を避けたり、磁界
を遮る処置を施してください。

強磁界環境での使用
を避けてください。

パイロット排気ポー
トにプラグ

非通電時、パイロットの作動空気
圧が抜けないと、主弁は OFFでき
ません。

パイロット排気ポートのプラグを外して
ください。

パイロット排気ポート
にプラグをしないでく
ださい。

漏れ電流
ユーザー回路上に漏れ電流があると、磁
力が切れないため、プランジャとコラム
が離れづらく、 OFFできなくなります。

制御側の漏れ電流≦製品の仕様「許容
漏れ電流値」となるようにしてください。

漏れ電流が無いように
してください。

応答 性が悪い。（作動
の遅れ）

流量不足
一次側の配管が長かったり、径が
細い場合、バルブ作動に必要な圧
力が追いつかないことがあります。

一次側配管サイズを太くしてください。 ー

シール（ゴム材）の
膨潤

ドレンやコンプレッサの油分により、
シール (ゴム材 )を時間の経過と共に
膨潤させやすく、摺動抵抗が増加する
ことで弁の切り替わりが遅くなります。

エアドライヤ、エアフィルタ (ろ過度 40μm以下 )を
設置し、エアに油分が含まれる場合はさらにオイル
ミストセパレータ（ミストフィルタ・マイクロミストフィ
ルタ）を設置して、ドレン、オイルを除去してください。

エアドライヤや、フィル
タを使用していない空
気は使用しないでくだ
さい。パイロットエア排

気詰まり

パイロットポートに異物が侵入す
ると、排気詰まりが生じ、 OFF作
動が緩慢になります。

エアドライヤ、エアフィルタ (ろ過度 40μm以下 )を
設置し、エアに油分が含まれる場合はさらにオイル
ミストセパレータ（ミストフィルタ・マイクロミストフィ
ルタ）を設置して、ドレン、オイルを除去してください。

ソレノイドからバイブ
レーション、 うなりなど
が発生する。

【AC仕様】
周波数不足

周波数が低いと、吸引力の脈動が
大きく不安定になります。

安定した定格周波数を供給してくださ
い。（50/60Hz）

ー

【AC仕様】
異電圧、電圧不足

供給電圧が製品の電気仕様と異
なると、うなりの原因となります。

カタログ等で製品の電気仕様を確認し、
供給電圧を合せてください。

ー

トラブルシューティング（エアバルブ等 制御機器共通）
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不具合項目 原因（どうしてなるか） 対策（どうすればよいか） 禁止内容

エア漏れ（ピストンロッ
ド部からのエア漏れ）

横荷重
パッキンが時間の経過とともに偏
摩耗し、エア漏れが生じます。

カタログ等で仕様を確認し、作動中は許
容値を超えるモーメント(荷重)や外力が
掛からないようにしてください。また標準
シリンダの横荷重は、できるだけゼロに
近付けることや、フローティング機構 (シ
リンダジョイント )を検討してください。

ピストンロッドへは各
シリンダの規定値以
上の横荷重を掛けな
いでください。

異物侵入
ピストンロッド部に異物が付着し、
パッキンが摩耗してエア漏れが生
じます。

ピストンロッド部にカバーを掛けたり、
スクレーパ仕様やジャバラ仕様などを検
討してください。

埃、塵が舞っているよ
うな環境下の使用は
ご注意ください。

ピストンロッドの
傷、打痕

摺動部の面の傷により、パッキン
が摩耗してエア漏れが生じます。

取扱時、作動時には、ピストンロッドへ
傷や打痕が付かないように注意してくだ
さい。

ー

エア漏れ（ピストンロッ
ド部以外からのエア漏
れ）

異物侵入
異物が侵入し、ゴムパッキンやシリ
ンダチューブ内にキズを付け、エア
漏れが生じます。

配管時のフラッシングは、十分に行なっ
てください。

ー

圧縮空気の質（ドレ
ン、ごみ、油分）

ドレンやコンプレッサの油分によ
り、シリンダ内部のグリスが流さ
れ、パッキンが摩耗してエア漏れが
生じます。

エアドライヤ、エアフィルタ (ろ過度 40μm以下 )を
設置し、エアに油分が含まれる場合はさらにオイル
ミストセパレータ（ミストフィルタ・マイクロミストフィ
ルタ）を設置して、ドレン、オイルを除去してください。

エアドライヤや、フィル
タを使用していない空
気は供給しないでくだ
さい。

駆動部が動かない、ス
ムーズに作動しない

テーブル（スライド）
と固定ねじの干渉

テーブル (スライド)と固定ねじが
干渉し、作動不良となります。

カタログなどで、最大ねじ込み深さ寸法
を確認してください。

取付には、規定以外の長さ
のねじを使用しないでくだ
さい。また、規定値外のトル
クで締付けないでください。

内部に液体シール
剤侵入

余分なシール剤が内部へ侵入した
り、流路 (オリフィスなど )を塞い
で、作動に影響を与えます。

液体シール剤メーカの塗布量・塗布方法
の確認や、シールテープの採用を検討し
てください。

ー

許容値以上のモー
メント・外力

ピストンロッド、ガイドロッドの曲
がりや、リニアガイドのかじりが発
生する恐れがあります。

カタログなどで仕様を確認し、作動中は許容値を超え
るモーメントや外力が掛からないようにしてください。
また設置時は芯ずれがないよう注意してください。

作動中は許容値を超える
モーメントや外力が掛から
ないようにしてください。

シリンダ本体の変
形・曲がり

シリンダ本体の変形や曲がりに
より、駆動部のスムーズに作動し
なかったり、スティックが発生しま
す。

取付面の平行度や直角度を出して使用
してください。

本体固定部分を取り
付ける時に、平行度や
直角度がでていない。

作動途中で止る、フルス
トロークしない

ピストンロッドやガ
イドロッドのそり、
曲がり

ピストンロッドやガイドロッドにそ
りや曲がりが生じていると、スト
ローク途中で引っかかりフルスト
ロークしません。

カタログ等で仕様を確認し、許容値を超
えるモーメントや外力が掛からないよう
にしてください。また設置時は芯ずれが
ないよう注意してください。

許容値を超えるモーメン
トや外力が掛からないよ
うにしてください。ピスト
ンロッドへは各シリンダ
の規定値以上の横荷重
を掛けないでください。

ピストンロッドの
傷、打痕

ストローク途中で引っかかったり、
フルストロークしなくなります。

取扱時、作動時には、ピストンロッドま
たはガイドロッドへ傷や打痕がつかない
ように注意してください。

ー

接続部の芯ずれ
外力や衝撃により取付位置がずれ、ア
クチュエータと治具との芯ずれが発生
するとフルストロークできなくなります。

設置後は、外力や衝撃を加えないでくだ
さい。

ー

バンパの外れ

衝突時の過大な衝撃で、バンパが
割れたり外れたりして破片がピス
トン部に挟まり、フルストロークで
きなくなります。

カタログ仕様範囲内の速度や負荷荷重
で使用してください。

製品仕様を超えた速
度や荷重を掛けない
でください。

シリンダチューブの
変形

シリンダチューブに変形(潰れ/打
痕)ができ、内部にまで影響 (変形)
すると、ピストンが引っかかり、フル
ストロークできなくなります。

設置後は、外力や衝撃を加えないでください。

（エアシリンダ等 駆動機器共通）

トラブルシューティング（エアシリンダ等 駆動機器共通）

空気圧機器のトラブル発生時、よくあるお問い合わせを基にトラブルシューティングをまとめました。トラブル発生時に、下記の不具
合項目と対策をご覧の後に、当社へお問い合わせくださいますよう、お願いします。
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トラブルシューティング（エアシリンダ等 駆動機器共通）

不具合項目 原因（どうしてなるか） 対策（どうすればよいか） 禁止内容

中間停止しない、中間
停止後、駆動部が移動
する

エキゾーストセンタ
形

ロッド側・キャップ側ともエアが排
気されている状態となるため、自重
や外力 (手動)で簡単に移動してし
まいます。

停止状態を継続させたい場合は、機械
的停止保持方法の検討をしてください。

エキゾーストセンタ形
の場合、自重や外力 
(手動)でロッドを動か
さないでください。

クローズドセンタ
形

エア漏れがある場合、推力バラン
スが崩れて動いてしまいます。

アクチュエータ、バルブや配管接続部などからの
エア漏れが無いか確認してください。またスリット
式ロッドレスシリンダは、許容のエア漏れがありま
すので、加圧回路等の対策回路を推奨します。

ー

プレッシャセンタ
形

片ロッドシリンダなどピストン両側の受圧
面積が異なる場合や垂直取付の場合に、
中間停止せずに移動することがあります。

チェック弁付きレギュレータを使用し、
ピストンの推力バランスをとる回路を推
奨します。

ー

スリット式ロッドレスシ
リンダのエア漏れ

シール構造（許容範
囲内のエア漏れ）

シール構造が、メタルシール方式の
ため、許容範囲内でのエア漏れが
あります。

通常のアクチュエータと比較して許容値が大き
いため、音漏れがしても許容範囲内の場合があ
ります。また製品個々で漏れ量の差もあります。
マグネット式ロッドレスシリンダを推奨します。

エア漏れが許容でき
ない場所には使用し
ないでください。

取付面の平行度

シリンダバレルがねじれたり、反
りが生じ、バンドに歪みが生じて、
シート不良を起こし、エア漏れが生
じます。

取付面にロッドレス本体を置いたとき、
左右のエンドキャップが、ガタつかない
かを確認してください。

平面度の悪い取付面
に設置しないでくださ
い。

シールバンドへの
異物かみ込み

バンドと本体の間に異物が噛み
込み、シールが不完全になったり、
シールバンドに傷が付き、エア漏
れが生じます。

カバーなどで保護する、スライダが下に
向くように取り付けるなどの対策をして
ください。

雰囲気中に切粉やチップが
舞っていたり、バンドに直接異
物が降りかかったりする環境
での使用は、ご注意ください。

スリット式ロッドレスシ
リンダが、スムーズに作
動しない、動きが鈍い、
スティックする

グリス溜まり
グリス溜まり (ストップマーク)によ
りスティックスリップ (引っ掛かり 
)現象が発生します。

ピストンが作動する際、シリンダバレル内部のグ
リス溜まり (ストップマーク)を乗り上げる抵抗に
より、スティックスリップ (引っ掛かり)が生じるこ
とがあります。慣らし運転を行なってください。

慣らし運転無しでの稼
働は、避けてください。

シールバンド破損

ストロークエンドでの衝撃がクッ
ション能力を超えると、バウンドが
発生し、シールバンドがたわみ破
損することがあります。

衝突時の速度を確認し、ショックアブソーバを
取り付けるなどの対策をとってください。ただし、
ショックアブソーバの能力が高過ぎるとバウン
ドするため、選定する際は注意してください。

ストロークエンドで過
度な衝撃を加えないで
ください。

ピストンヨークの偏
り

ピストンヨークが偏り、摺動抵抗
増加や、エア漏れによりスティック
スリップ (引っ掛かり)が生じるこ
とがあります。進行すると、バンド
外れや破断に至ることがあります。

カタログ仕様範囲内のモーメントで使用
してください。荷重の移動や停止時に発
生する慣性力も考慮してください。

許容モーメントを超え
て使用しないでくださ
い。
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不具合項目 原因（どうしてなるか） 対策（どうすればよいか） 禁止内容

センサスイッチが ON
しない

負荷なしで接続（過
電流）

直接電源と接続するなど、センサス
イッチの負荷電流値を超える使い方
となったとき、過電流によりセンサス
イッチが焼損する可能性があります。

カタログ等で許容負荷電流を確認して
ください。

負荷 (抵抗 )なしで接
続しないでください。

締付過ぎによる内
部素子破損

センサスイッチの内部素子が破損
します。

カタログ等から締付トルクの値を確認
し、取付てください。

許容締付トルクを超えて
締付けないでください。

取付位置のずれ
締付不足により、取付位置がずれ
てしまいます。

適切な締付トルクで最高感度位置に取
付けてください。

ー

無接点タイプにAC
電圧を供給

無接点センサスイッチは DC電圧
専用のため、AC電圧を供給する
と、焼損する可能性があります。

カタログ等で電気仕様を確認してくださ
い。

ー

誤配線（極性逆接
続）

極性を逆に接続するとセンサスイッチ
は使用できず、内部素子やLEDの破
損の可能性があります。有接点センサ
スイッチ（LED付）では、センサスイッ
チはONしてもLEDが点灯しない、と
いう現象となる製品もあります。

カタログ等で配線仕様を確認し、正しく
接続してください。

ー

サージ電圧、ノイズ
の可能性

サージ電圧、ノイズで、センサス
イッチ内部が破損する場合があり
ます。

誘導負荷 (モータ等)が影響する場合、センサス
イッチにはサージ対策を行なってください。また、
動力線と信号線は分離して配線してください。

誘導負荷 (モータ等)
などの近くではご注意
ください。

アクチュエータ同
士の接近による影
響

センサスイッチ付アクチュエータを 2
本以上並行に近づけて使用すると、
お互いの磁力干渉のためセンサス
イッチが誤作動することがあります。

カタログ等でアクチュエータ毎の最低
接近距離を確認してください。

アクチュエータ同士を
近づけて設置する場
合は、磁力干渉にご注
意ください。

直列に配線してい
る

内部降下電圧が大きくなり、負荷
が作動しない場合があります。

センサスイッチごとにリレーを設け、リ
レーの接点を直列にして使用してくださ
い。

無接点2線式センサスイッチ
および有接点 LED付きセン
サスイッチを直列に接続する
時は、ご注意ください。

センサスイッチが OFF
しない

負荷なしで接続（過
電流）

直接電源と接続するなど、センサスイッチの負荷
電流値を超える使い方となった時、過電流により
センサスイッチが焼損する可能性があります。

カタログ等で許容負荷電流を確認して
ください。

負荷 (抵 抗)なしで接
続しないでください。

【無接点2線式】
漏れ電流

OFF時にも内部回路を作動させ
るための電流 (漏れ電流)が負荷
(PLC等)に流れているため、負荷
(PLC)の種類によっては、 OFFと
認識できない場合があります。

カタログ等で電気仕様を確認してくださ
い。

無接点 2線式センサ
スイッチ使用時、漏れ
電流の影響にご注意
ください。

【有接点】
アクチュエータが
低速の場合

リードスイッチがOFFする (接点
が離れる)時、接点にアークが発生
し、接点の溶着現象が発生する可
能性があります。また、２度感知し
てしまう場合もあります。

無接点センサスイッチを推奨します。

有 接点センサスイッ
チ使用時、アクチュ
エー タを 低 速 作 動
(30mm/s以下)する際
はご注意ください。

センサスイッチがチャ
タリングする、ONして
はならない時に ONす
る、複数回作動する

過大な衝撃
有接点センサスイッチは振動や衝
撃により接点が開閉する事があり
ます。

搬送時や取付時、作動時に過大な衝撃
(294.2m/s2=30G以上)が加わらない
ようにしてください。

ー

ノイズ

動力線・高圧線との並行配線や同
一配線管に収めることにより、ノイ
ズなどの異常が発生した場合には
誤作動することがあります。

動力線・高圧線との並行配線や同一配
線は避けるように配線してください。

ノイズが発 生する環
境下ではご注意くださ
い。

外部磁界
外部磁界によりセンサスイッチが
誤作動する事があります。

外部からの磁界を避けることや、シールド
材などで、高外部磁界を避けてください。

大電流や高磁界が発
生している場所ではご
注意ください。

取付方法の誤り

誤った取付をした場合、正確な位
置検出が行なえないのみならず、セ
ンサスイッチが誤作動する場合が
あります。

カタログ等にて、取付方法を確認してく
ださい。

ー

トラブルシューティング（エアシリンダ等 駆動機器共通）
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トラブルシューティング（調質機器共通）

（調質機器共通）
不具合項目 原因（どうしてなるか） 対策（どうすればよいか） 禁止内容

フィルタ類の流量不
足・圧力損失増加。

サイズが合ってい
ない

配管口径や、機器サイズが小さいため
に、処理流量が間に合わなくなります。

配管口径や機器サイズを大きくしてく
ださい。

ー

フィルタの目詰まり

過剰な油分または固形物が混入する空気
を使用した場合、短期間で目詰まりを起こ
し、流量不足、圧力損失増加など、製品の
性能や寿命が低下する原因になります。

メインラインやサブラインでフィルタ（40μm以
下)・ミストセパレータを設置するなど、段階的な
圧縮空気の浄化システムを構築してください。また
定期的にフィルタエレメントを交換してください。

ー

フィルタのドレンコッ
ク（ツマミ）が固くて
回らない。

外力・衝撃

落下や、工具がドレンコック(ツマ
ミ)に当たるなどの衝撃によって、
ドレンコックが回らなくなる可能
性があります。

修理不可能ですので、交換してくださ
い。

外力、衝撃などを加
えないでください。

ドレンコックの回
しすぎ

ドレンコック（ツマミ）を回し
過ぎると、固着することがあり
ます。

通常、ドレンコック(ツマミ)は少し開けばドレン
が排出され、また軽めの指締付でドレン排出は
止まります。工具での操作はしないでください。

ドレンコックを回し
過ぎないでください。

フィルタのドレンコッ
ク(ツマミ)からエア漏
れする。(オートドレ
ン仕様の場合)

供給圧力0.15MPa
未満

供給圧力が0.15MPa以上に上昇
するまでは、ドレン排出口より
エアが排気されます。この時ド
レンコック(ツマミ)を回転させて
もエアは止まりません。

0.15MPa以上の圧力を供給してくだ
さい。

供給圧力を0.15MPa
未満で使用しないで
ください。

フィルタのドレンコッ
ク(ツマミ)を閉じても
排出エアが止まらない。

異物
ドレンに混入した異物がシール
部に噛み込むなどしてシール不
良による漏れにつながります。

配管や機器の設置時はフラッシングを
行い、異物が配管内に侵入しないよう
ご注意ください。

ー

外力・衝撃

落下や、工具がドレンコック(ツマミ)
に当たるなどの衝撃で、シート部の芯
ずれが起こると、シート不良からドレ
ンの排出エアが止まらなくなります。

修理不可能ですので、交換してくださ
い。

外力、衝撃を加えな
いでください。

フィルタを設置しても
水滴を除去しきれない。

水分量が多すぎる
分離能力を超える水分量は除去
しきれずに二次側へ流出してし
まいます。

一次側にドレンフィルタを設置する、
フィルタをサイズアップするなど、水
滴除去対策を検討してください。

ー

配管の逆接続

フィルタは遠心分離にて水滴を
除去しているため、流路が逆に
なると機能を果たせない構造と
なっております。

フローマーク（△マークや⇒マーク）
を確認し、正しい方向で機器を接続し
てください。

配管接続のIN/OUT
を逆に接続しないで
ください。

フィルタボウルが割れ
る。

有機溶剤などの雰
囲気

ボウルは有機溶剤などに弱く、割
れにつながる可能性があります。

有機溶剤などの雰囲気中で使用しない
でください。

ー

ボウルへ衝撃圧を
繰り返し加える

フィルタの二次側を封止状態、またはフィ
ルタサイズに対して消費流量が極端に少な
い条件の場合、一次側直近にて3ポートバ
ルブ等で供給圧力のON/OFFを繰り返すと、
ボウル部に都度大きな衝撃圧が加わります。

機器の設置位置やライン構成を見直し
てください。

ー

温度条件
使用温度範囲外の条件で使用し
た場合、ボウルの破損につなが
る可能性があります。

使用温度範囲で使用してください。 ー
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不具合項目 原因（どうしてなるか） 対策（どうすればよいか） 禁止内容

レギュレータからのエ
ア漏れ。（リリーフ穴、
ブリード穴からエア漏
れ）

オゾン劣化

シール(ゴム材)にオゾンが常時触
れると、時間の経過と共にオゾ
ン劣化(亀裂：ヒビ)が生じ、漏れ
につながります。

機器がオゾンに触れない対策を検討す
ると共に、オゾン対応品の検討をして
ください。

装置周囲、配管内に
オゾンが存在する場
合は、オゾンを避け
てください。

二次側圧力の急激
な変動(背圧）

ダイヤフラムに過大な押しつけ
る力が加わると共に振動を誘発
するため、早期にダイヤフラム
が破損します。

二次側圧力の変動を低減させるように
してください。二次側圧力の変動の大
きさを低減できない時は、チェック機
構内蔵タイプを推奨します。

二次側圧力に急激な
変動(背圧）を加えな
いでください。

摺動部の固着
レギュレータ内部の摺動部が固
着して、作動が緩慢になり、漏
れにつながります。

長期放置後に使用する時には、再始動前
に必ず始業点検を行い、機能を確認して
ください。機能していない場合は、圧力
の再設定又は二次側の変動を数回繰り返
して、機能を回復させてください。

長時間(48時間以上)
放置する場合は、注
意してください。

ブリードタイプの
レギュレータ

ブリードタイプは、二次側圧力
の変動に対し、設定圧力を敏感
に追従させるため、常に二次側
圧力を排気させています。

常時微量エアが漏れており、異常な漏
れではありません。

エア漏れが許容でき
ない場所には使用し
ないでください。

配管の逆接続

流路が逆になっていると、一次
側圧力印加時に多量のエアがリ
リーフポートから排出され、圧
力設定もできません。

フローマーク（△マークや⇒マーク）
を確認し、正しい方向で機器を接続し
てください。

配管接続のIN/OUT
を逆に接続しないで
ください。

レギュレータからのエ
ア漏れ。（二次側圧力
変動時、減圧時のエア
漏れ）

リリーフ穴から二
次側圧力を排気

リリーフタイプは、二次側圧力が
変動(上昇)した時に、設定圧力を維
持するために、二次側の余剰圧力
を排気させる構造となっています。

非常に大きい音漏れでなけでば排気音
であり、異常ではありません。

エア漏れが許容できない場
所には使用しないでくださ
い。（ノンリリーフタイプ
を選定してください。）

レギュレータからのエ
ア漏れ。（配管などの
接合部からのエア漏
れ）

シールテープの巻
き方不良

シール不良により、エア漏れの
原因となります。また、シール
テープの切れ端が内部に入り込
み、作動不良にもつながります。

シールテープはねじ先端を１.5 ～ 2山
残して巻いてください。また巻く方向
に注意してください。　　

ー

配管部の締付不良
締付不良により、エア漏れの原
因となります。

カタログ等で許容(推奨)締付トルク値を確認して締付
けてください。トルクレンチでの作業を推奨します。

ー

レギュレータから昇圧
時、減圧時の音鳴りや
振動音などがする。

流量バランスによ
る振動音

調圧時の条件や配管条件、二次側使用流量
が一次側流量よりも多い場合、バルブが激
しく開閉し異音と感じることがあります。

個体差にもよりますが、異常ではありませ
ん。条件によって、一次側圧力を変更する
ことにより、改善される場合があります。

ー

レギュレータが昇圧で
きない。

ハンドルの破損、
固着

必要以上にハンドルを回しすぎ
ると、内部部品の破損や固着が
発生し、ハンドルが空回りした
り、回らなくなることがありま
す。

無理なハンドル操作はしないでくださ
い。特に工具は使用せず、手で操作して
ください。二次側を流しながら調圧し、
かつ流量が多い場合、流量不足によって
設定圧力に到達しないことがあるため、
設定圧に到達していなくても、重くなっ
たら無理に回さないでください。

ハンドルを回し過ぎ
ないでください。

供給圧力不足
減圧弁は名称の通り、供給圧力
よりも高い圧力に二次側圧を設
定することができません。

一次側圧力が十分に供給されているかどうか、
または二次側の空気消費量がレギュレータのサ
イズと合っているかどうかをご確認ください。

ー

レギュレータが減圧で
きない。

ハンドルの破損、
固着

昇圧時、必要以上にハンドルを回しすぎると、内部
部品の破損や固着が発生し、減圧できなくなります。

無理なハンドル操作はしないでください。特
に工具は使用せず、手で操作してください。

昇圧の時、ハンドルを無理
に回し過ぎないでください。

ブルドン管式圧力計の
指針がずれる、精度が
悪い、ゼロを指さない、
ゼロにならない。

急激な圧力変化や
圧力の脈動による
振動

アクチュエータの作動や使用頻度
により圧力の変動が大きいと、急
激な圧力変化によって内部の部品
がずれたり、急激な摩耗が起こり、
指針ずれを招くことがあります。

一次側圧力が十分確保されるよう、一次
側の容積を確保し脈動を防いでください。
またバルブとアクチュエータの間に取り
付ける場合など、圧力変動が激しい場合
には、絞り機構などを設けてください。

ー

振動、衝撃
衝撃がブルドン管に伝わると、
指針ずれを招くことがあります。

圧力計は計測器として取扱い、大きな
衝撃が加わらないように注意してくだ
さい。

装置全体の振動や移動による
衝撃により大きな加速度が加
わらないようにしてください。

トラブルシューティング（調質機器共通）
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不具合項目 原因（どうしてなるか） 対策（どうすればよいか） 禁止内容

真空レギュレータが大
気圧から真空圧へ減圧
できない。

真空ポンプ側の真
空流量不足。

真空流量が足りないと、減圧でき
ない、応答性が悪いといった現象
が発生する可能性があります。

真空ポンプは、調圧側使用流量に対し
余裕をもったものを選定してください。
また真空タンクを併設すると、真空圧力
の変動を緩和することができます。

ー

ハンドルの破損、固
着

必要以上にハンドルを回しすぎる
と、内部部品の破損や固着が発生
し、ハンドルが空回りしたり、回ら
なくなることがあります。

調圧の際は、調圧側圧力を真空計など
で確認しながらアンロック状態でハンド
ルを回してください。特に工具は使用し
ないでください。

ハンドルを回し過ぎな
いでください。

異物侵入
大気吸入孔やリリーフから異物が侵入
し、内部で異物噛み込みが発生した場
合、減圧不良となる可能性があります。

異物を吸い込まないように、制御ボック
スへ入れるなどの処置をしてください。

埃、塵が舞っているよ
うな環境下の使用は
ご注意ください。

真空レギュレータが真
空圧から大気圧へ昇圧
できない。

異物侵入

昇圧時は、大気吸入孔やリリーフ
から少量の大気を吸い込み調圧し
ます。その際に異物を吸込み、流路
が詰まったり塞がれると、昇圧しま
せん。

異物を吸い込まないように、制御ボック
スへ入れるなどの処置をしてください。

埃、塵が舞っているよ
うな環境下の使用は
ご注意ください。

ハンドルの破損、固
着

必要以上にハンドルを回しすぎる
と、内部部品の破損や固着が発生
し、ハンドルが空回りしたり、回ら
なくなることがあります。

調圧の際は、調圧側圧力を真空計など
で確認しながら手動でハンドルを回して
ください。吸い込みながら調圧し、かつ
吸い込み流量が多い場合に流量不足に
よって設定圧力に到達しないことがあり
ます。設定圧に到達していなくても、重く
なったら無理に回さないでください。特
に工具は使用しないでください。

ハンドルを回し過ぎな
いでください。

アンロック状態でハンド
ルが回らない、固い、重
い。

ハンドルの破損、固
着

必要以上にハンドルを回しすぎる
と、内部部品の破損や固着が発生
し、ハンドルが空回りしたり、回ら
なくなることがあります。

調圧の際は、調圧側圧力を真空計などで確
認しながら手動でハンドルを回してください。
吸い込みながら調圧し、かつ吸い込み流量
が多い場合に流量不足によって設定圧力に
到達しないことがあります。設定圧に到達し
ていなくても、重くなったら無理に回さないで
ください。特に工具は使用しないでください。

ハンドルを回し過ぎな
いでください。

真空バルブがＯＮしない。

【外部パイロット仕
様】パイロット圧力
不足

使用圧力範囲外では、パイロット
が正常に切り替わらず、作動しませ
ん。

カタログ等で最低パイロット圧力を確
認し、パイロット圧が十分に確保される
ようにしてください。

使 用圧力範囲外の圧
力をパイロットポートに
印加しないでください。

異物侵入（真空破壊
エア）

スプールタイプの場合、真空破壊エ
アから異物が侵入し、主軸摺動部に
噛み込んで作動できなくなります。

バルブの近くや装置の供給源にエア
フィルタ (ろ過度 40μm以下 )を設置し
異物の侵入を防いでください。 エアドライヤや、フィル

タを使用していない空
気は供給しないでくだ
さい。シール（ゴム材）の

膨潤

主弁部シール (ゴム材)はドレンにより時間の
経過と共に膨潤しやすく、スプールタイプは
摺動抵抗が増加し作動不良につながります。

エアドライヤ、エアフィルタ (ろ過度 40μm以下 )を
設置し、エアに油分が含まれる場合はさらにオイル
ミストセパレータ（ミストフィルタ・マイクロミストフィ
ルタ）を設置して、ドレン、オイルを除去してください。

異物侵入（吸込側）
吸引側から異物が侵入し、主軸摺
動部に噛み込んで作動できなくな
ります。

吸引側ポートへフィルタを取り付けてく
ださい。

埃、塵が舞っているよ
うな環境下の使用は
ご注意ください。

誤配線、圧着不良
誤配線や圧着不良により、 ONし
ません。

カタログ等で配線仕様を確認してください。
また、圧着は確実に行なってください。マニ
ホールドは特に信号線とステーションの違
いや、 DC仕様は極性にも注意してください。

ー

振動、衝撃
コイル線が引っ張られ、断線を招
く可能性があります。

衝撃がバルブに加わらないような取付
姿勢にしてください。

振動、衝撃を加えない
でください。

異電圧、電圧不足
供給電圧が、バルブの電気仕様と
異なる可能性があります

カタログ等でバルブの電気仕様を確認
し、供給電圧を合せてください。

ー

真空バルブがＯＦＦし
ない。

強磁界環境での使
用

残留磁気の影響により、通常の復帰力
ではプランジャとコラムが離れづらく、
OFFできなくなります。（吸着現象）

強磁界環境での使用を避けたり、磁界
を遮る処置を施してください。

ー

漏れ電流の影響
ユーザー回路上に漏れ電流があると、磁
力が切れないため、プランジャとコラム
が離れづらく、 OFFできなくなります。

制御側の漏れ電流≦製品仕様「許容漏
れ電流値」となるようにしてください。

漏れ電流が無いように
してください。

真空バルブのＬＥＤが
点灯しない。ソレノイド
は切り換わる。

LED破損
サージ電圧、ノイズで、 LEDが破
損する場合があります。

ユーザー回路上でサージが発生してい
る場合や予想される時は、サージ対策を
行なってください。

誘導負荷 (モータ等)
などの近くでは注意し
てください。

（真空機器共通）

トラブルシューティング（真空機器共通）

三校

前付58



不具合項目 原因（どうしてなるか） 対策（どうすればよいか） 禁止内容

真空バルブのＬＥＤが
点灯しない。ソレノイド
も切り換わらない。

誤配線、圧着不良
誤配線や圧着不良により、 ONし
ません。

カタログ等で配線仕様を確認してくださ
い。また、圧着は確実に行なってください。

誤配線や圧着不良を
しないでください。

振動、衝撃
コイル線が引っ張られたり、共振
によるコイル線の揺れで断線を招
く可能性があります。

過酷な振動、衝撃がバルブに加わらない
ような取付の姿勢や位置などの検討を
してください。

ー

エジェクタが吸着しな
い、吸着が弱い、真空圧
力が上がらない。

異電圧、電圧不足
供給電圧が、バルブの電気仕様と
異なる可能性があります。

カタログ等でバルブの電気仕様を確認
し、供給電圧を合せてください。

ー

オゾン劣化

シール (ゴム材)にオゾンが常時触
れると、時間の経過と共にオゾン
劣化 (亀裂：ヒビ)が生じ、真空漏れ
につながります。

機器がオゾンに触れない対策を検討を
すると共に、オゾン対応品の検討をして
ください。

装置周囲、配管内にオ
ゾンが存在する場合
は、オゾンを避けてく
ださい。

標高や天候による
大気圧の変動

エジェクタの作動原理により、カ
タログ値は、大気圧基準であり絶
対圧力基準ではありません。使用
する場所の標高がセッティングし
た場所よりも高いと、大気圧は下
降し、到達真空度は低下します。ま
た、天候による気圧の変化でも同
じことがあります。

使用する真空度は余裕を持たせること
や、供給圧力を上げることを行なってくだ
さい。

到達真空度上限値付
近で使用しないでくだ
さい。
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